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私は、 コロナ禍のステイホ ー ムと1年半前に読んだ新間記事をきっかけに、 公園に着目するようになっ

た。 今回、 インクルー シプ公園についての事例研究や、 公園の遊具や遊びについてのアンケ ー トを実施し

た。 それらを基に、 わたしの考える 「様々なニー ズの人が集まり、 インクル ー シプな社会を構築するための

公園」を提案する。

2．研究のきっかけと目的

私は陸上部に所属しており、 長距離走の選手てある。 コロナによる自粛期間中はステイホ ー ムが掲げられ

学校が休校になり、 部活動も自粛を求められたことて、 戸外で練習できる機会が少なくなり、 困っていた。

学校の校庭や競技場などの練習場所を確保することが難しい状況てあったため自主練習として、 私は川沿い

のサイクリングロ ー ドや自宅付近の道路を走ることにしたが、 練習として走るだけてはなく、 街やそこて過

ごす人々の様子を観察することも楽しみになっていた。 川沿いを走っているだけても景色は日々変化し、 そ

こにいる人々はどこから来て、 何をしているかを考えたりするのもランニングの醍醐味のひとつになった。

特に人々の憩いの場になっている公園は、 曜日や時期、 時間によって全然違った人たちが集まって来ること

に興味を覚えた。 こうして、 私は街の風景に興味を持ち、 公園の持つ役割やそこに集まる人々、 そしてまち

づくりに関心を持つようになった。

ちょうどその頃、 「若手建築士と考えるこれからのまちづくり」というテー マて
・
建築士の方々のお話を間

く機会があった。 その中に、 「ときに建物はその周リに溶け込んて
．

、 そこにある問題点を解決する」という

話があった。 例としてあげられていたのは、 2016年にリニュ ー アルオ ー プンした南池袋公園だ。 この公園

は、 池袋という人や建物がごった返す中にあり、 戦時中は犠牲者が埋葬されたり、 多くのホ ー ムレスもが存

在したりする暗い雰囲気の公園だった。 しかし、 再開発によって遊具やダイニングカフェ、 広い芝生がある

開放感のある公園になってからは、 人々が引き寄せられるように公園を訪れるようになったということだっ

た。 建築家の考えたまちづくリが街を変えたのだ。 これを知って、 私もこのように社会を変えるための公園

をつくりたいと考えるようになった。

「私が作りたい公園はどんな公園だろう？」と考えたとき、 すぐに思い浮かんだのが、 「障がいのある人

も子ども達も社会の全ての人々が集う公園」だった。

私の家の目の前には、 障がいのある人が入居し、 働いている施設がある。 私の利用するバスの路線て
・
は、

車椅子の方が乗り降りすることは日常的な風景である。 普段、 私達は施設内に入ることは出来ないが、 毎年

開催される施設の夏祭りては、 縁日やゲ ー ム大会を入居者の方々とともに楽しみ、 交流をすることがて
・
き

る。 また、 私の町内会ては町内会の盆踊リ大会ては、 盆踊りの輪の中に車椅子に乗った踊り手が複数入り踊

りを楽しんている。 地域の人がたくさん集まリ、 施設の入居者も地域住民も自然と会話をしたり、 踊ったり

と楽しく過ごし、 最後にかき氷の列にならぶのが夏の風物詩てある。 最近は新型コロナウイルスの影響て＼

盆踊り大会は開催されていないが、 それが、 わたしの住む街の日常てあった。 このように、 共通の目的を持

って集まってくるのはお祭りではなく、 例えば公園ても良いのてはないかと考えた。

1年半前に、 近隣の神奈川県藤沢市が市内の 「秋葉台公園」にインクルー シプ遊具を設置したという新閲

記事を読み、 私は強く興味を持った。 詳しく知りたいと思い、 インクル ー シプ遊具について調べてみること

にした。 「インクルー シプ」 とは包括的なという意味で、 この場合はハンデ

ィキャップや健康状態に影響されずに、 全ての子どもたちはが一緒に遊べる

遊具という意味だった。 その後、 調べていく中て
・
中学2年生の時に在住して

いる平塚市の34次平塚青少年海外派遣団として訪れたアメリカのロ ー レン

ス市の公園ことを思い出した。 ロー レンス市の職員の案内て
＊
訪れたのは、 イ

ンクルー シプ公園（写真①）てあった。 当時はインクル ー シプ遊具のことを

知らずに 「車椅子ても遊べる遊具」と聞いて遊んていたが、 今思えば、 ロ ー
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